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The social welfare in OSAKA

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ポ
ッ
ト
に
冷
水

を
入
れ
て
持
ち
歩
い
て

い
る
▼
20
年
ほ
ど
前
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
キ
ャ
ン
プ
場
巡
り
を
し

た
時
、
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
サ
イ
ズ
の
ポ
ッ
ト

を
持
ち
歩
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
▼
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ

て
い
る
の
だ
。
喫
茶
店
も
な
い
野

外
で
活
動
を
す
る
の
に
こ
れ
は
便

利
だ
と
、
メ
ル
ボ
ル
ン
に
戻
る
な

り
市
場
に
飛
ん
で
行
っ
た
▼
雑
貨

屋
さ
ん
の
店
先
で
、
た
く
さ
ん
並

ん
で
い
る
う
ち
の
一
つ
を
買
っ

た
。
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
、
ゆ
っ
く

り
説
明
書
を
読
ん
で
い
た
ら
、
メ

イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
と
書
い
て

あ
っ
て
、
大
笑
い
を
し
た
。
そ
の

ポ
ッ
ト
が
暑
い
日
本
で
、
ま
だ
活

躍
し
て
い
る
▼
も
う
一
つ
同
じ
よ

う
な
体
験
を
し
た
。
引
っ
越
し
た

家
に
古
井
戸
が
あ
っ
て
、
災
害
時

に
役
立
つ
と
、
埋
め
ず
に
置
い
て

い
る
。
と
り
あ
え
ず
ロ
ー
プ
に
バ

ケ
ツ
を
つ
な
い
で
、
自
力
で
汲
み

上
げ
よ
う
と
、
釣
瓶
用
の
バ
ケ
ツ

を
探
し
た
が
、
近
所
で
売
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
▼
田
舎
へ

行
け
ば
あ
る
だ
ろ
う
と
、
高
知
の

知
人
に
頼
ん
で
探
し
て
も
ら
っ
た

ら
、
大
阪
の
道
具
屋
筋
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
と
い
う
。
私
が
直
接
道

具
屋
筋
に
足
を
運
べ
ば
よ
か
っ
た

▼
日
本
製
の
ポ
ッ
ト
を
メ
ル
ボ
ル

ン
で
買
い
、
道
具
屋
筋
の
バ
ケ
ツ

は
高
知
を
経
由
し
て
私
の
元
へ

や
っ
て
き
た
。

（
石
）

年末・年始の時期に特有な福祉ニーズや生活
困難者等のニーズに応える事業に対する
助成申請を受付けています。

大阪府共同募金会からのお知らせ
①令和6年度NHK歳末たすけあい特別助成申請受付

大阪府共同募金会では、毎年、役員・評議員等で構成する
調査指導部会の活動として、助成を受けた社会福祉協議
会、社会福祉施設・団体を訪問し、共同募金の活用状況の
調査、住民への公表等の指導を行っています。赤い羽根
データベース「はねっと」で大阪を含めた全国の助成事業を
ご紹介していますが、寄付者である府民のみなさまにもっ
と共同募金が身近で役立っていることを知っていただこう
と、この調査指導部会の活動に同行参加される方を募集し
ています。

②寄付金助成施設などの訪問
　～あなたの寄付金が役立てられているところを訪問しませんか～

①②とも、詳しくは、大阪府共同募金会ホームページ

http：//www.akaihane-osaka.or.jpをご覧ください。
大阪府共同募金会
TEL ：06-6762-8717　FAX：06-6762-8718
Eメール：ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp

問
合
せ

赤い羽根おおさか

令和6年9月30日（月）まで（必着）

令和6年9月30日（月）まで（必着）

　講師としてお迎えする湯浅誠氏は、「誰も取りこぼさない共生社会の実現」に向けて、
こども食堂への支援を通して活動している「認定NPO法人全国こども食堂支援
センター・むすびえ」の理事長を務めるほか、社会活動家として、ホームレス支援や
子ども食堂等、「格差・貧困」「人とのつながり」と向き合う活動を20年以上にわたり
全国各地で続けておられます。
　多様な生きづらさに向き合い、「誰一人取り残すことのない社会」をつくっていくために
私たちにできることは何か、考えるきっかけとなるような講演内容をこれまでのご経験
をもとにお話いただきます。

参加者
募集！

参加費
無料！

10月18日金 14:50～16:00

大阪市天王寺区上本町8-2-6
近鉄線「大阪上本町」駅14番出口から徒歩6分、地下鉄「谷町九丁目」駅10番出口から徒歩8分

※講演前に式典（14：00～）を開催しますので、開始時間が多少前後します。

令和6年

「誰一人取り残すことのない社会をつくる」

大阪市社会福祉協議会　総務課　TEL 06-6765-5601

社会福祉
法　　人 大阪市社会福祉協議会

HB

vol.832

大
阪
の

https://www.osaka-sishakyo.jp

大阪の
2024年9月

832

地域懇談会で地域活動の現状・魅力を共有し、これからを考える
東住吉区

大阪市社会福祉大会
講演会

大阪市社会福祉大会
講演会

1 大阪の社会福祉　第832号（毎月1回発行） 82024年（令和6年）9月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



　
東
住
吉
区
の
地
域
懇
談
会
に
つ
い

て
、
令
和
6
年
8
月
号
（
2
・
3
面
）

で
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
号

で
は
、
区
の
中
央
部
、
長
居
公
園
の

東
側
に
位
置
す
る
鷹
合
地
域
で
実
際

に
実
施
し
た
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
8
月
2
日
午
後
2
時
〜
4
時
、
鷹

合
西
会
館
に
、
各
地
域
団
体
の
会
長

や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域
福

祉
サ
ポ
ー
タ
ー
、
食
事
サ
ー
ビ

ス
・
ふ
れ
あ
い
喫
茶
等
の
活
動

者
、
同
地
域
を
担
当
す
る
中
野

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
区

社
協
職
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
は
、
地
域
住
民
と

福
祉
専
門
職
が
顔
の
見
え
る
関

係
を
つ
く
り
、
話
し
合
い
の
場

を
持
つ
こ
と
で
、
地
域
の
現
状
・

ニ
ー
ズ
か
ら
今
後
の
活
動
を
一

緒
に
考
え
る
機
会
と
し
て
、
区

内
各
地
域
で
順
次
実
施
し
て
い

ま
す
。
冒
頭
、
鷹
合
地
区
社
協

会
長
の
房
本
好
治
さ
ん
か
ら
「
本

日
は
鷹
合
の
地
域
活
動
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
場
の
活
性
化
と

と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
さ
ら
な
る

ご
活
躍
に
も
つ
な
が
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
自
由
に

意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
開
始
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
先
立
ち
、

区
社
協
職
員
か
ら
地
域
懇
談
会
の

目
的
、
小
地
域
福
祉
活
動
の
歴
史
、

居
場
所
・
集
い
の
場
の
重
要
性
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
、
区
社
協
か
ら

気
に
な
る
方
を
居
場
所
に
つ
な
い
だ

事
例
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。ま
た
、

区
社
協
内
の
事
前
打
合
せ
で
ま
と
め

た
鷹
合
地
域
の
強
み
（
素
敵
な
と
こ

ろ
）
や
特
徴
等
を
地
域
担
当
職
員
か

ら
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

食
事
サ
ー
ビ
ス
や
ふ
れ
あ
い
喫
茶
、

親
子
サ
ロ
ン
、虹
の
会
（
健
康
講
座
・

歌・体
操
等
）、ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ（
折

り
紙
・
映
画
会
・
百
歳
体
操
）
等
を

● 遠くまで外出が難しい方も、鷹合会館と鷹合西会館という2つの拠点があることで、より身
近な場所で活動に参加することができる。

● 新たな活動者や次世代の担い手発掘のためにボランティア募集をおこなうなど、地域の中で
活動者の輪・見守りの輪を広げている。

● 親子サロンやこどもの居場所では、幅広い世代の活動者が関わっており、地域全体で交流の
場を盛りあげている。

● 居場所では、活動者の得意なことを活かしたり、新しくボッチャやパフォーマンスボランティア
の依頼など、多様なプログラムを取り入れ、参加者が楽しめるよう工夫している。

● 活動者は参加者への気遣いや心配りを大事にしており、居心地よく安心できる居場所づくり
を心がけている。また、参加者同士がコミュニケーションをとり、交流につながることを大切
にしている。

テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ

い
て
①
活
動
の
現
状
②
良
か
っ
た
こ

と
・
工
夫
し
て
い
る
こ
と
③
気
に
な

る
こ
と
・
困
り
ご
と
④
こ
れ
か
ら
取

り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

　
進
行
・
書
記
は
区
社
協
職
員
が
担

い
、
全
体
共
有
で
の
発
表
は
地
域
の

活
動
者
が
お
こ
な
い
ま
し
た
。

区社協職員から見た鷹合地域の強み（素敵なところ）・特徴【地域アセスメント内容】

　
最
後
は
、
地
域
懇
談
会
の
ま
と
め

と
し
て
地
区
民
生
委
員
長
の
南
照
美

さ
ん
が
「
す
ご
く
盛
り
あ
が
り
、
想

像
し
て
い
た
よ
り
も
楽
し
い
時
間
で

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
意
見
を
言
っ
て

く
れ
る
機
会
と
な
り
、
実
施
し
て
よ

か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
苦
労
も
あ
っ
た

か
と
思
う
が
、
今
も
活
動
を
継
続
で

き
て
い
る
の
は
皆
さ
ん
の
が
ん
ば
り

の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
鷹
合
地
域
を
よ
り
活
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
房
本
さ
ん
か
ら
は
「
地
域

懇
談
会
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
自
分

が
参
加
し
て
い
る
食
事
サ
ー
ビ
ス
の

ほ
か
に
も
、
知
ら
な
か
っ
た
活
動
を

知
る
機
会
と
な
り
、
今
後
顔
を
出
し

て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
地
域
活
動
の

良
い
と
こ
ろ
、
課
題
に
つ
い
て
改
め

て
把
握
で
き
た
の
で
、
今
日
出
た
意

見
を
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
組
み
を
ふ
り
か
え
っ

て
、
区
社
協
の
岡
村
綾
花
第
1
層
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
「
ど

の
地
域
も
前
向
き
な
意
見
が
多
く
、

熱
い
思
い
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
思
い
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
集
い

の
場
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け

て
、
地
域
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
柴
田
亜
美
地
域
支
援
担

当
主
事
は
「
他
部
署
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
広
が
り
の
あ
る
内
容
と
な
っ

た
。
今
後
も
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

る
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地域活動の良いところを再確認し、自分たちの地域の強みや
特徴を知る
●小地域福祉活動の成り立ちや目的を伝えたり、居場所・集い
の場があったからこそできたつながりの実例を紹介すること
で、活動の意義や重要性を確認する
●活動に関わるボランティアの存在の大切さ（声かけ、プログ
ラム、雰囲気づくり）を伝え、やりがいやモチベーションの
維持・向上につなげる

●区社協から見た地域の強みや特徴を伝えることで、自分たち
の地域の魅力や取り組みの必要性を再認識する機会をつ
くる
さまざまな活動について一緒に話し合うことで、活動の発展
につながる
●活動や団体の垣根を越えて話し合うことで、横のつながりを
強化し、連携しやすい関係をつくることができる
●「こんなことができたらいいな」を言語化することで、次の
一歩を踏み出すきっかけや活動の活性化、更なる発展につな
がる
●地域活動者同士が話し合うことで、知らなかった活動を知る
機会となり、良いところを互いの活動に活かすことができる

●それぞれの活動を知り、他の活動の場を周知するなど協力を
し合うことで、地域全体の場の活性化につながる

地域懇談会のポイント

● もっとたくさんの方に来てもらえたらと思う。
● 新規ボランティアが慣れるまでは、バタバタする
と思う。

● 40歳代の若いボランティアを増やして次世代
につなぎつつ、今の60～70歳代の活動者には
細く長く楽しみながら活動を続けてほしい。

● 親子サロン参加者に周知し、若い世代の方々に
も気軽に参加してもらいたい。

● 手品や楽器演奏などを取り入れ、喫茶に来る楽
しみを増やして参加者に喜んでもらいたい。

鷹合地域　ふれあい喫茶（当日の記録に基づき整理）
①活動の現状 ②良かったこと・工夫していること

③気になること・困りごと ④これから取り組んでみたいこと

● 第4水曜日　13時～15時開催
● 女性部で運営している。
● 女性部一人ひとりが声かけし、新規ボランティ
アが12名ほど増えた。

● メニューが豊富で、夏は手作りの抹茶プリン・
ごまプリン・ミックスジュースを提供している。

● 前日から仕込むぜんざいが1年を通して人気で
ある。

● 新規ボランティアが増えたので、活動者も喫茶
の場も活気づいている。

● 60～70歳代の活動者が活躍できる場になって
いる。

● カウンター式の席を設け、一人で来ても気兼ね
なく座れる席を用意している。

● 活動者が楽しく活動することを大切にしている。
喫茶の良い雰囲気につながっている。

● 学校の休み期間には活動者の娘が孫を連れて
遊びにくる。3世代が集まってこの場を盛り
上げてくれている。

● 5回参加すると次の1品が無料となるお楽しみ券
を作り、また来たくなる工夫をしている。

地
域
懇
談
会
で
地
域
活
動
の
現
状・

魅
力
を
共
有
し
、こ
れ
か
ら
を
考
え
る

東住吉区

▲地区民生委員長の南さん

▲各パートそれぞれの区社協職員から説明
▲地域懇談会に参加した鷹合地域のみなさんと区社協職員

▲地区社協会長の房本さん

▲地域活動者の
　皆さんから
　発表

活発にいろいろな

▲

意見が出ました　

東住吉区

地
域
役
員
・
活
動
者
が

一
堂
に
集
ま
っ
て
開
催

活
動
者
の
熱
い
思
い

か
ら
今
後
の
発
展
へ

地
域
の
強
み
や
特
徴

を
把
握

■地域懇談会で話し合われた内容の一例

3 大阪の社会福祉　第832号（毎月1回発行） 22024年（令和6年）9月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。
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て
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介
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。
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・
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茶
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タ
ー
、
区

社
協
職
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
は
、
地
域
住
民
と

福
祉
専
門
職
が
顔
の
見
え
る
関

係
を
つ
く
り
、
話
し
合
い
の
場

を
持
つ
こ
と
で
、
地
域
の
現
状
・

ニ
ー
ズ
か
ら
今
後
の
活
動
を
一

緒
に
考
え
る
機
会
と
し
て
、
区

内
各
地
域
で
順
次
実
施
し
て
い

ま
す
。
冒
頭
、
鷹
合
地
区
社
協

会
長
の
房
本
好
治
さ
ん
か
ら
「
本

日
は
鷹
合
の
地
域
活
動
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
場
の
活
性
化
と

と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
さ
ら
な
る

ご
活
躍
に
も
つ
な
が
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
自
由
に

意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
開
始
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
先
立
ち
、

区
社
協
職
員
か
ら
地
域
懇
談
会
の

目
的
、
小
地
域
福
祉
活
動
の
歴
史
、

居
場
所
・
集
い
の
場
の
重
要
性
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
、
区
社
協
か
ら

気
に
な
る
方
を
居
場
所
に
つ
な
い
だ

事
例
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。ま
た
、

区
社
協
内
の
事
前
打
合
せ
で
ま
と
め

た
鷹
合
地
域
の
強
み
（
素
敵
な
と
こ

ろ
）
や
特
徴
等
を
地
域
担
当
職
員
か

ら
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

食
事
サ
ー
ビ
ス
や
ふ
れ
あ
い
喫
茶
、

親
子
サ
ロ
ン
、虹
の
会
（
健
康
講
座
・

歌・体
操
等
）、ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ（
折

り
紙
・
映
画
会
・
百
歳
体
操
）
等
を

● 遠くまで外出が難しい方も、鷹合会館と鷹合西会館という2つの拠点があることで、より身
近な場所で活動に参加することができる。

● 新たな活動者や次世代の担い手発掘のためにボランティア募集をおこなうなど、地域の中で
活動者の輪・見守りの輪を広げている。

● 親子サロンやこどもの居場所では、幅広い世代の活動者が関わっており、地域全体で交流の
場を盛りあげている。

● 居場所では、活動者の得意なことを活かしたり、新しくボッチャやパフォーマンスボランティア
の依頼など、多様なプログラムを取り入れ、参加者が楽しめるよう工夫している。

● 活動者は参加者への気遣いや心配りを大事にしており、居心地よく安心できる居場所づくり
を心がけている。また、参加者同士がコミュニケーションをとり、交流につながることを大切
にしている。

テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ

い
て
①
活
動
の
現
状
②
良
か
っ
た
こ

と
・
工
夫
し
て
い
る
こ
と
③
気
に
な

る
こ
と
・
困
り
ご
と
④
こ
れ
か
ら
取

り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

　
進
行
・
書
記
は
区
社
協
職
員
が
担

い
、
全
体
共
有
で
の
発
表
は
地
域
の

活
動
者
が
お
こ
な
い
ま
し
た
。

区社協職員から見た鷹合地域の強み（素敵なところ）・特徴【地域アセスメント内容】

　
最
後
は
、
地
域
懇
談
会
の
ま
と
め

と
し
て
地
区
民
生
委
員
長
の
南
照
美

さ
ん
が
「
す
ご
く
盛
り
あ
が
り
、
想

像
し
て
い
た
よ
り
も
楽
し
い
時
間
で

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
意
見
を
言
っ
て

く
れ
る
機
会
と
な
り
、
実
施
し
て
よ

か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
苦
労
も
あ
っ
た

か
と
思
う
が
、
今
も
活
動
を
継
続
で

き
て
い
る
の
は
皆
さ
ん
の
が
ん
ば
り

の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
鷹
合
地
域
を
よ
り
活
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
房
本
さ
ん
か
ら
は
「
地
域

懇
談
会
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
自
分

が
参
加
し
て
い
る
食
事
サ
ー
ビ
ス
の

ほ
か
に
も
、
知
ら
な
か
っ
た
活
動
を

知
る
機
会
と
な
り
、
今
後
顔
を
出
し

て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
地
域
活
動
の

良
い
と
こ
ろ
、
課
題
に
つ
い
て
改
め

て
把
握
で
き
た
の
で
、
今
日
出
た
意

見
を
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
組
み
を
ふ
り
か
え
っ

て
、
区
社
協
の
岡
村
綾
花
第
1
層
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
「
ど

の
地
域
も
前
向
き
な
意
見
が
多
く
、

熱
い
思
い
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
思
い
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
集
い

の
場
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け

て
、
地
域
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
柴
田
亜
美
地
域
支
援
担

当
主
事
は
「
他
部
署
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
広
が
り
の
あ
る
内
容
と
な
っ

た
。
今
後
も
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

る
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地域活動の良いところを再確認し、自分たちの地域の強みや
特徴を知る
●小地域福祉活動の成り立ちや目的を伝えたり、居場所・集い
の場があったからこそできたつながりの実例を紹介すること
で、活動の意義や重要性を確認する
●活動に関わるボランティアの存在の大切さ（声かけ、プログ
ラム、雰囲気づくり）を伝え、やりがいやモチベーションの
維持・向上につなげる

●区社協から見た地域の強みや特徴を伝えることで、自分たち
の地域の魅力や取り組みの必要性を再認識する機会をつ
くる
さまざまな活動について一緒に話し合うことで、活動の発展
につながる
●活動や団体の垣根を越えて話し合うことで、横のつながりを
強化し、連携しやすい関係をつくることができる
●「こんなことができたらいいな」を言語化することで、次の
一歩を踏み出すきっかけや活動の活性化、更なる発展につな
がる
●地域活動者同士が話し合うことで、知らなかった活動を知る
機会となり、良いところを互いの活動に活かすことができる

●それぞれの活動を知り、他の活動の場を周知するなど協力を
し合うことで、地域全体の場の活性化につながる

地域懇談会のポイント

● もっとたくさんの方に来てもらえたらと思う。
● 新規ボランティアが慣れるまでは、バタバタする
と思う。

● 40歳代の若いボランティアを増やして次世代
につなぎつつ、今の60～70歳代の活動者には
細く長く楽しみながら活動を続けてほしい。

● 親子サロン参加者に周知し、若い世代の方々に
も気軽に参加してもらいたい。

● 手品や楽器演奏などを取り入れ、喫茶に来る楽
しみを増やして参加者に喜んでもらいたい。

鷹合地域　ふれあい喫茶（当日の記録に基づき整理）
①活動の現状 ②良かったこと・工夫していること

③気になること・困りごと ④これから取り組んでみたいこと

● 第4水曜日　13時～15時開催
● 女性部で運営している。
● 女性部一人ひとりが声かけし、新規ボランティ
アが12名ほど増えた。

● メニューが豊富で、夏は手作りの抹茶プリン・
ごまプリン・ミックスジュースを提供している。

● 前日から仕込むぜんざいが1年を通して人気で
ある。

● 新規ボランティアが増えたので、活動者も喫茶
の場も活気づいている。

● 60～70歳代の活動者が活躍できる場になって
いる。

● カウンター式の席を設け、一人で来ても気兼ね
なく座れる席を用意している。

● 活動者が楽しく活動することを大切にしている。
喫茶の良い雰囲気につながっている。

● 学校の休み期間には活動者の娘が孫を連れて
遊びにくる。3世代が集まってこの場を盛り
上げてくれている。

● 5回参加すると次の1品が無料となるお楽しみ券
を作り、また来たくなる工夫をしている。

地
域
懇
談
会
で
地
域
活
動
の
現
状・

魅
力
を
共
有
し
、こ
れ
か
ら
を
考
え
る

東住吉区

▲地区民生委員長の南さん

▲各パートそれぞれの区社協職員から説明
▲地域懇談会に参加した鷹合地域のみなさんと区社協職員

▲地区社協会長の房本さん

▲地域活動者の
　皆さんから
　発表

活発にいろいろな

▲

意見が出ました　

東住吉区

地
域
役
員
・
活
動
者
が

一
堂
に
集
ま
っ
て
開
催

活
動
者
の
熱
い
思
い

か
ら
今
後
の
発
展
へ

地
域
の
強
み
や
特
徴

を
把
握

■地域懇談会で話し合われた内容の一例

3 大阪の社会福祉　第832号（毎月1回発行） 22024年（令和6年）9月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



岡田　唯奈
港区社会福祉協議会
令和４年４月入職　地域支援担当

植岡　大登
大阪市社会福祉協議会
令和5年４月　入職　総務課

久保　奈津未
此花区社会福祉協議会
令和3年4月　入職　地域支援担当
令和4年4月　第1層生活支援コーディネーター

大西　真歩子
大正区社会福祉協議会
令和4年4月 入職 地域包括支援センター

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
略
称
：
社

協
）
は
、
社
会
福
祉
法
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
「
地
域
福
祉
の
推
進
」
を
目

的
と
し
た
民
間
団
体
で
す
。

　
住
民
や
地
域
団
体
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、

N
P
O
、
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
互

い
に
つ
な
が
り
、
支
え
合
い
、
誰
も

が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
地
域
福
祉
活
動
の

立
上
げ
か
ら
継
続
の
支
援
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
や
需
給
調
整
、
関
係

団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
生

活
に
お
困
り
の
方
へ
の
相
談
支
援
な

ど
、
そ
の
役
割
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

　
そ
ん
な
社
協
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
入
職
2
年

目
〜
5
年
目
の
若
手
職
員
に
社
協
と

し
て
担
当
し
て
い
る
仕
事
や
そ
こ
に

込
め
る
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

※
本
記
事
は
、
8
月
9
日
に
開
催
し

た
市
社
協
内
定
者
説
明
会
の
内
容

を
も
と
に
編
集
し
て
い
ま
す
。

〈
岡
田
地
域
支
援
担
当
主
事
〉

ー
具
体
的
な
仕
事
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
地
域
支
援
担
当
で
は
地
域
に
出

向
く
こ
と
が
多
く
、
地
域
行
事
に
参

加
し
て
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
づ

く
り
や
、
活
動
す
る
う
え
で
の
相
談

対
応
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来

て
ほ
し
い
施
設
や
団
体
と
活
動
し
た

い
方
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
担
っ
て
い
ま
す
。

多
機
関
と
連
携
し
て
つ
く
り
上
げ
る

活
動
や
、
区
社
協
が
事
務
局
機
能
を

担
っ
て
い
る
会
議
な
ど
で
は
運
営
も

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
普
段
ど
の
よ
う
な
思
い
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
か
。

　
地
域
支
援
を
担
当
し
て
３
年
目

と
な
り
、
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
そ
の

ま
ま
行
う
の
で
は
な
く
、
取
組
み
の

目
的
や
多
機
関
と
の
連
携
を
意
識
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
何
か
を
伝
え

る
こ
と
が
多
く
あ
る
な
か
、
そ
の

時
々
の
対
象
者
に
あ
わ
せ
た
説
明
が

求
め
ら
れ
る
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

つ
い
つ
い
専
門
用
語
を
使
っ
て
し
ま

い
、
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
な
と
反

省
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
多
く
の

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

声
を
受
け
、
受
講
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
、
活
躍
で
き
る
場

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ー
普
段
ど
の
よ
う
な
思
い
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
か
。

　
社
協
職
員
と
し
て
4
年
目
と
な

り
、
社
協
組
織
の
一
員
と
し
て
業
務

を
お
こ
な
う
こ
と
を
意
識
し
、
と
に

か
く
や
っ
て
み
る
と
い
う
姿
勢
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
異
動
を
経
験
し

て
職
員
間
の
連
携
の
重
要
性
を
感
じ

た
た
め
、
ほ
か
の
職
員
の
業
務
内
容

や
事
業
を
把
握
す
る
こ
と
を
意
識

し
、
内
部
で
の
連
携
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

ー
ど
の
よ
う
な
時
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
か
。

　
一
年
目
は
、
先
輩
職
員
に
つ
い
て

い
く
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
が
、
地

域
に
足
を
運
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
る
な
か
で
、
自
分
が

取
り
組
み
た
い
こ
と
や
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
社
協
職

員
と
し
て
関
わ
る
意
味
や
目
的
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
自
由
に

出
し
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
に
挑
戦

で
き
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

〈
大
西
包
括
支
援
担
当
主
事
〉

ー
具
体
的
な
仕
事
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高

齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
介

護
や
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
本
人
や
家
族
・
地
域
住
民
な
ど

か
ら
受
け
て
い
ま
す
。
困
り
ご
と
を

ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
一

緒
に
考
え
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
制
度
、
関
係
機
関
に
つ
な
げ
る
な

ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
区
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
広
報
紙
作

成
や
、
地
域
の
方
と
高
齢
者
が
交
流

で
き
る
場
で
あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の

運
営
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

ー
普
段
ど
の
よ
う
な
思
い
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
か
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
接
す
る
仕
事
な

の
で
こ
ち
ら
が
意
図
し
て
い
な
い
受

け
取
り
方
を
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
た

め
、
伝
え
方
や
関
わ
り
方
な
ど
悩
む

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
上
司
や
先
輩

職
員
、
関
係
機
関
の
方
々
か
ら
教
わ

る
な
か
で
、
自
分
自
身
の
知
識
や
経

験
、
引
き
出
し
を
増
や
し
、
よ
り
良

い
支
援
に
向
け
て
、
自
分
自
身
の
力

を
活
か
し
た
い
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
で
働
い
て
い
ま
す
。

ー
ど
の
よ
う
な
時
に
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
か
。

　
個
別
の
相
談
支
援
の
業
務
に
な

る
た
め
、
相
談
者
か
ら
の
「
相
談
し

て
よ
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
伝

え
て
も
ら
え
た
時
や
、
相
談
で
来
所

さ
れ
た
時
は
ど
こ
か
し
ん
ど

さ
を
抱
え
て
い
た
本
人
や
家

族
が
、
私
た
ち
が
関
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
イ
キ
イ
キ
と

し
た
表
情
に
変
わ
っ
て
い
く

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

瞬
間
で
す
。「
一
日
テ
レ
ビ
を

見
る
だ
け
で
楽
し
い
こ
と
が

何
も
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い

た
方
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
よ
う
に
な
り
、「
い
ま
で

は
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
る

よ
」と
言
っ
て
も
ら
え
た
時
は
私
も

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

方
と
接
す
る
機
会
が
多
い
か
ら
こ
そ

ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
、
ど
こ
ま

で
お
伝
え
で
き
る
か
を
慎
重
に
考
え

て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ー
や
り
が
い
を
感
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
保
育
園
か
ら
「
お
楽
し
み
会
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

来
て
ほ
し
い
」
と
相
談
を
受
け
、
区

内
で
活
動
し
て
い
る
人
形
劇
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
た

際
に
、
双
方
の
笑
顔
が
見
ら

れ
た
瞬
間
が
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
人

形
に
触
れ
、
そ
の
様
子
を
見

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
笑
顔
に

な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
、
関
わ
る
み
ん
な
が
素
敵

な
時
間
を
共
有
で
き
た
瞬
間
で
、
そ

こ
に
立
ち
合
え
た
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
や
り

が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

〈
久
保
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

ー
具
体
的
な
仕
事
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
高
齢
者
が
地
域
で
い
つ
ま
で
も

元
気
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
よ

う
、
地
域
住
民
や
専
門
職
と
つ
な
が

り
を
も
ち
、
高
齢
者
を

支
え
る
助
け
あ
い
の
仕

組
み
づ
く
り
や
、
高
齢

者
が
参
加
で
き
る
場
づ

く
り
や
情
報
発
信
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
L
I
N
E
講
座

で
は
定
員
を
超
え
る
応

募
が
あ
り
、
受
講
者
か

ら
の
「
も
っ
と
多
く
の

人
が
受
講
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」「
ス
キ

〈
植
岡
総
務
課
主
事
〉

ー
具
体
的
な
仕
事
内
容
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
私
が
総
務
課
で
主
に
担
当
し

て
い
る
の
が
、
職
員
が
働
い
て

い
る
状
況
を
管
理
す
る
労
務
管

理
や
大
阪
市
社
協
と
し
て
の
広

報
情
報
発
信
、
理
事
会
・
評
議

員
会
な
ど
組
織
の
重
要
な
意
思

決
定
の
場
に
携
わ
っ
た
り
、
長

年
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
貢
献

し
て
き
た
人
を
称
え
る
表
彰
な

ど
、
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ー
普
段
ど
の
よ
う
な
思
い
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
か
。

　
入
職
直
後
は
勤
怠
管
理
の
こ
と
や

就
業
規
則
な
ど
大
学
で
は
学
ん
で
き

て
い
な
い
内
容
ば
か
り
で
、
不
安
と

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
こ
の

配
属
で
あ
っ
て
も
、
最
初
は
慣
れ
な

い
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く

て
当
然
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
周
り
か
ら
多
く
の
知
識
・
経
験

を
吸
収
す
る
姿
勢
を
大
切
に
１
年
間

駆
け
抜
け
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
も

そ
の
姿
勢
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ー
ど
の
よ
う
な
時
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
か
。

　
私
一
人
の
力
で
完
結
で
き
る
業
務

は
な
い
た
め
、
業
務
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
所
属
内
は
も
ち
ろ
ん
、
別

の
課
や
区
社
協
職
員
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
業
務
を
通
じ
て
皆
さ

ん
の
支
え
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
業

務
を
通
じ
て
、
新
た
な
視
点
・
価
値

観
で
社
協
の
活
動
を
見

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
暮

ら
し
や
地
域
を
支
え
る

社
協
職
員
・
組
織
を
支
え

る
と
い
う
立
場
と
し
て
、

間
接
的
に
地
域
福
祉
の

推
進
に
貢
献
で
き
て
い
る

と
い
う
視
点
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
皆
さ
ん

の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
協
で
働
く
私
の
仕
事
⑤ 

つ
な
が
り
を
つ
く
る
・
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
・
活
動
を
ひ
ろ
げ
る

▲こどもと笑顔で交流するボランティア

▲市・区社協の概要について説明

▲認知症カフェの様子

▲モルックをテーマとした介護予防の場
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岡田　唯奈
港区社会福祉協議会
令和４年４月入職　地域支援担当

植岡　大登
大阪市社会福祉協議会
令和5年４月　入職　総務課

久保　奈津未
此花区社会福祉協議会
令和3年4月　入職　地域支援担当
令和4年4月　第1層生活支援コーディネーター

大西　真歩子
大正区社会福祉協議会
令和4年4月 入職 地域包括支援センター

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
略
称
：
社

協
）
は
、
社
会
福
祉
法
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
「
地
域
福
祉
の
推
進
」
を
目

的
と
し
た
民
間
団
体
で
す
。

　
住
民
や
地
域
団
体
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、

N
P
O
、
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
互

い
に
つ
な
が
り
、
支
え
合
い
、
誰
も

が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
地
域
福
祉
活
動
の

立
上
げ
か
ら
継
続
の
支
援
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
や
需
給
調
整
、
関
係

団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
生

活
に
お
困
り
の
方
へ
の
相
談
支
援
な

ど
、
そ
の
役
割
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

　
そ
ん
な
社
協
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
入
職
2
年

目
〜
5
年
目
の
若
手
職
員
に
社
協
と

し
て
担
当
し
て
い
る
仕
事
や
そ
こ
に

込
め
る
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

※
本
記
事
は
、
8
月
9
日
に
開
催
し

た
市
社
協
内
定
者
説
明
会
の
内
容

を
も
と
に
編
集
し
て
い
ま
す
。

〈
岡
田
地
域
支
援
担
当
主
事
〉

ー
具
体
的
な
仕
事
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
地
域
支
援
担
当
で
は
地
域
に
出

向
く
こ
と
が
多
く
、
地
域
行
事
に
参

加
し
て
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
づ

く
り
や
、
活
動
す
る
う
え
で
の
相
談

対
応
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来

て
ほ
し
い
施
設
や
団
体
と
活
動
し
た

い
方
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
担
っ
て
い
ま
す
。

多
機
関
と
連
携
し
て
つ
く
り
上
げ
る

活
動
や
、
区
社
協
が
事
務
局
機
能
を

担
っ
て
い
る
会
議
な
ど
で
は
運
営
も

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
普
段
ど
の
よ
う
な
思
い
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
か
。

　
地
域
支
援
を
担
当
し
て
３
年
目

と
な
り
、
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
そ
の

ま
ま
行
う
の
で
は
な
く
、
取
組
み
の

目
的
や
多
機
関
と
の
連
携
を
意
識
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
何
か
を
伝
え

る
こ
と
が
多
く
あ
る
な
か
、
そ
の

時
々
の
対
象
者
に
あ
わ
せ
た
説
明
が

求
め
ら
れ
る
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

つ
い
つ
い
専
門
用
語
を
使
っ
て
し
ま

い
、
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
な
と
反

省
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
多
く
の

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

声
を
受
け
、
受
講
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
、
活
躍
で
き
る
場

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ー
普
段
ど
の
よ
う
な
思
い
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
か
。

　
社
協
職
員
と
し
て
4
年
目
と
な

り
、
社
協
組
織
の
一
員
と
し
て
業
務

を
お
こ
な
う
こ
と
を
意
識
し
、
と
に

か
く
や
っ
て
み
る
と
い
う
姿
勢
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
異
動
を
経
験
し

て
職
員
間
の
連
携
の
重
要
性
を
感
じ

た
た
め
、
ほ
か
の
職
員
の
業
務
内
容

や
事
業
を
把
握
す
る
こ
と
を
意
識

し
、
内
部
で
の
連
携
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

ー
ど
の
よ
う
な
時
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
か
。

　
一
年
目
は
、
先
輩
職
員
に
つ
い
て

い
く
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
が
、
地

域
に
足
を
運
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
る
な
か
で
、
自
分
が

取
り
組
み
た
い
こ
と
や
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
社
協
職

員
と
し
て
関
わ
る
意
味
や
目
的
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
自
由
に

出
し
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
に
挑
戦

で
き
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

〈
大
西
包
括
支
援
担
当
主
事
〉

ー
具
体
的
な
仕
事
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高

齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
介

護
や
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
本
人
や
家
族
・
地
域
住
民
な
ど

か
ら
受
け
て
い
ま
す
。
困
り
ご
と
を

ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
一

緒
に
考
え
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
制
度
、
関
係
機
関
に
つ
な
げ
る
な

ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
区
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
広
報
紙
作

成
や
、
地
域
の
方
と
高
齢
者
が
交
流

で
き
る
場
で
あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の

運
営
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

ー
普
段
ど
の
よ
う
な
思
い
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
か
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
接
す
る
仕
事
な

の
で
こ
ち
ら
が
意
図
し
て
い
な
い
受

け
取
り
方
を
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
た

め
、
伝
え
方
や
関
わ
り
方
な
ど
悩
む

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
上
司
や
先
輩

職
員
、
関
係
機
関
の
方
々
か
ら
教
わ

る
な
か
で
、
自
分
自
身
の
知
識
や
経

験
、
引
き
出
し
を
増
や
し
、
よ
り
良

い
支
援
に
向
け
て
、
自
分
自
身
の
力

を
活
か
し
た
い
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
で
働
い
て
い
ま
す
。

ー
ど
の
よ
う
な
時
に
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
か
。

　
個
別
の
相
談
支
援
の
業
務
に
な

る
た
め
、
相
談
者
か
ら
の
「
相
談
し

て
よ
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
伝

え
て
も
ら
え
た
時
や
、
相
談
で
来
所

さ
れ
た
時
は
ど
こ
か
し
ん
ど

さ
を
抱
え
て
い
た
本
人
や
家

族
が
、
私
た
ち
が
関
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
イ
キ
イ
キ
と

し
た
表
情
に
変
わ
っ
て
い
く

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

瞬
間
で
す
。「
一
日
テ
レ
ビ
を

見
る
だ
け
で
楽
し
い
こ
と
が

何
も
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い

た
方
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
よ
う
に
な
り
、「
い
ま
で

は
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
る

よ
」と
言
っ
て
も
ら
え
た
時
は
私
も

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

方
と
接
す
る
機
会
が
多
い
か
ら
こ
そ

ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
、
ど
こ
ま

で
お
伝
え
で
き
る
か
を
慎
重
に
考
え

て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ー
や
り
が
い
を
感
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
保
育
園
か
ら
「
お
楽
し
み
会
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

来
て
ほ
し
い
」
と
相
談
を
受
け
、
区

内
で
活
動
し
て
い
る
人
形
劇
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
た

際
に
、
双
方
の
笑
顔
が
見
ら

れ
た
瞬
間
が
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
人

形
に
触
れ
、
そ
の
様
子
を
見

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
笑
顔
に

な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
、
関
わ
る
み
ん
な
が
素
敵

な
時
間
を
共
有
で
き
た
瞬
間
で
、
そ

こ
に
立
ち
合
え
た
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
や
り

が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

〈
久
保
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

ー
具
体
的
な
仕
事
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
高
齢
者
が
地
域
で
い
つ
ま
で
も

元
気
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
よ

う
、
地
域
住
民
や
専
門
職
と
つ
な
が

り
を
も
ち
、
高
齢
者
を

支
え
る
助
け
あ
い
の
仕

組
み
づ
く
り
や
、
高
齢

者
が
参
加
で
き
る
場
づ

く
り
や
情
報
発
信
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
L
I
N
E
講
座

で
は
定
員
を
超
え
る
応

募
が
あ
り
、
受
講
者
か

ら
の
「
も
っ
と
多
く
の

人
が
受
講
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」「
ス
キ

〈
植
岡
総
務
課
主
事
〉

ー
具
体
的
な
仕
事
内
容
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
私
が
総
務
課
で
主
に
担
当
し

て
い
る
の
が
、
職
員
が
働
い
て

い
る
状
況
を
管
理
す
る
労
務
管

理
や
大
阪
市
社
協
と
し
て
の
広

報
情
報
発
信
、
理
事
会
・
評
議

員
会
な
ど
組
織
の
重
要
な
意
思

決
定
の
場
に
携
わ
っ
た
り
、
長

年
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
貢
献

し
て
き
た
人
を
称
え
る
表
彰
な

ど
、
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ー
普
段
ど
の
よ
う
な
思
い
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
か
。

　
入
職
直
後
は
勤
怠
管
理
の
こ
と
や

就
業
規
則
な
ど
大
学
で
は
学
ん
で
き

て
い
な
い
内
容
ば
か
り
で
、
不
安
と

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
こ
の

配
属
で
あ
っ
て
も
、
最
初
は
慣
れ
な

い
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く

て
当
然
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
周
り
か
ら
多
く
の
知
識
・
経
験

を
吸
収
す
る
姿
勢
を
大
切
に
１
年
間

駆
け
抜
け
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
も

そ
の
姿
勢
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ー
ど
の
よ
う
な
時
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
か
。

　
私
一
人
の
力
で
完
結
で
き
る
業
務

は
な
い
た
め
、
業
務
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
所
属
内
は
も
ち
ろ
ん
、
別

の
課
や
区
社
協
職
員
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
業
務
を
通
じ
て
皆
さ

ん
の
支
え
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
業

務
を
通
じ
て
、
新
た
な
視
点
・
価
値

観
で
社
協
の
活
動
を
見

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
暮

ら
し
や
地
域
を
支
え
る

社
協
職
員
・
組
織
を
支
え

る
と
い
う
立
場
と
し
て
、

間
接
的
に
地
域
福
祉
の

推
進
に
貢
献
で
き
て
い
る

と
い
う
視
点
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
皆
さ
ん

の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
協
で
働
く
私
の
仕
事
⑤ 

つ
な
が
り
を
つ
く
る
・
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
・
活
動
を
ひ
ろ
げ
る

▲こどもと笑顔で交流するボランティア

▲市・区社協の概要について説明

▲認知症カフェの様子

▲モルックをテーマとした介護予防の場

5 大阪の社会福祉　第832号（毎月1回発行） 42024年（令和6年）9月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



族
の
多
様
化
、
住
ま
い
方
の
変

化
、
地
縁
の
希
薄
化
等
に
よ
っ

て
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い

の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
担

い
手
不
足
の
根
源
に
は
、
社
会

構
造
上
の
大
き
な
問
題
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

複
合
的
な
要
因
を
踏
ま
え
た
議

論
を
し
な
け
れ
ば
、
将
来
的
に

は
民
生
委
員
制
度
そ
の
も
の
が

維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も

あ
る
。

　
こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、

私
が
社
協
で
働
い
て
い
た
頃
に

お
世
話
に
な
っ
た
民
生
委
員
の

方
々
が
、
暑
い
日
も
寒
い
日
も
、

夜
間
や
休
日
で
あ
っ
て
も
、
熱

心
に
活
動
さ
れ
て
い
た
姿
を
思

い
出
し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化

や
核
家
族
化
に
よ
っ
て
地
域
で

の
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
等

は
増
え
て
お
り
、
民
生
委
員
の

存
在
は
不
可
欠
で
あ
る
。
今
日

ま
で
民
生
委
員
と
し
て
地
域
を

支
え
て
い
る
方
々
の
声
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
現
代
社
会
に
お

け
る
持
続
可
能
な
民
生
委
員
制

度
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
な

相
談
相
手
と
な
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
（
以
下
、
民
生
委
員

と
す
る
）。
1
0
0
年
以
上
の
歴

史
あ
る
制
度
が
、
今
、
岐
路
に

立
っ
て
い
る
。

　
2
0
2
4
年
6
月
28
日
、

「
第
1
回
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
選
任
要
件
に
関
す
る
検
討

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
厚
生
労

働
省
の
資
料
※

に
よ
る
と
、

2
0
2
3
年
3
月
末
時
点
で
全

国
の
民
生
委
員
数
は
2
2
7
，

4
2
6
人
で
あ
り
、
定
数
の

2
4
0
，
5
4
7
人
を
満
た
し
て

い
な
い
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏

ま
え
、
現
行
の
居
住
要
件
を
緩

和
し
、
そ
の
市
区
町
村
に
住
ん

で
い
な
い
在
勤
者
や
過
去
に
一

定
期
間
居
住
し
て
い
た
元
住
民

等
も
民
生
委
員
と
し
て
選
任
で

き
る
よ
う
に
す
る
か
ど
う
か
の

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
検

討
会
は
引
き
続
き
開
催
さ
れ
て

お
り
、
結
論
は
年
内
に
と
り
ま

と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
で
は
、
単
に
居
住
要
件
を
緩

和
す
れ
ば
担
い
手
不
足
は
解
消

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
代
社
会

は
、
少
子
高
齢
化
、
共
働
き
世

帯
や
働
く
高
齢
者
の
増
加
、
家

イ
ン
）
で
の
登
壇
職
員
が
報
告
し
た

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
職
員
約
2
0
0
人
の
参

加
が
あ
り
、
被
災
地
派
遣
で
石
川
県

志
賀
町
と
七
尾
市
に
派
遣
し
た
職
員

5
人
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
派

遣
前
の
思
い
、
活
動
を
通
じ
て
の
気

づ
き
、
今
回
の
派
遣
で
得
た
こ
と
や

感
じ
た
課
題
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
市
社
協
と
し
て
は
1
人
目
の
派
遣

だ
っ
た
た
め
、
い
か
に
情
報
を
持
ち

帰
る
か
と
地
元
社
協
職
員
の
負
担
を

い
か
に
軽
減
で
き
る
か
と
い
う
思
い

で
現
地
に
行
き
ま
し
た
。
志
賀
町
災

害
V
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
が
限

ら
れ
て
い
た
問
題
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送
迎
者
の
不
足
、

個
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ

る
仕
組
み
が
な
かっ
た
こ
と
等
の
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
誌
で
は
令
和
6
年
3
月
号
〜
8

月
号
に
1
月
1
日
に
発
生
し
た
「
令

和
6
年
能
登
半
島
地
震
」
に
お
け
る

石
川
県
志
賀
町
・
七
尾
市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害

V
C
）
に
派
遣
し
た
職
員
が
現
地
で

感
じ
た
こ
と
を
掲
載
し
て
き
ま
し

た
。
今
号
で
は
、
8
月
21
日
に
開
催

し
た
市
・
区
社
協
職
員
向
け
能
登
半

島
地
震
職
員
派
遣
報
告
会
（
オ
ン
ラ

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
な
か
に
は

自
身
も
被
災
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
「
お
互
い
さ
ま
」
の
精
神
で
活

動
し
て
い
る
方
も
お
り
、
助
け
助
け

ら
れ
の
関
係
の
大
切
さ
に
気
づ
き
ま

し
た
。
今
後
と
し
て
は
、
企
業
・
団

体
か
ら
の
支
援
で
救
わ
れ
た
場
面
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
自
区
の
企
業
・

団
体
と
普
段
か
ら
つ
な
が
り
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
入

り
、
今
回
の
派
遣
を
通
し
て
、
平
時

の
社
協
の
あ
り
方
が
災
害
時
に
影
響

す
る
と
い
う
気
づ
き
と
教
訓
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

時
に
も
行
政
と
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
、
社
協
の
存
在
と
意
義
を
地

域
へ
伝
え
、
社
協
の
フ
ァ
ン
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
の

で
、
普
段
の
活
動
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
私
の
担
当
業
務
で
は
、
危
険
物
の

処
理
の
他
、
場
内
に
ト
ラ
ッ
ク
の
出

入
り
も
多
く
、
ケ
ガ
や
事
故
の
心
配

が
常
に
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

へ
の
注
意
喚
起
や
見
守
り
に
特
に
注

意
を
払
っ
て
、
活
動
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
を
通
し

て
、
災
害
V
C
の
運
営
を
実
際
に
経

験
で
き
た
こ
と
で
、
自
区
で
の
災
害

V
C
の
研
修
・
設
置
訓
練
等
に
活
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
派
遣
を
通
し
て
、
I
C
T

ツ
ー
ル
や
バ
デ
ィ
コ
ム
（
ス
マ
ホ
型

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
）
等
の
機
器
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
業
務
・
情
報
共
有

の
効
率
化
が
で
き
る
こ
と
を
学
べ
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
自
区

で
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
各
区
社
協
の
報
告
を
聞
い

て
、
災
害
時
に
備
え
る
こ
と
の
重
要

性
も
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
報
告
を
参
考
に
職
員
全
体

で
災
害
V
C
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
各
区
社
協
の
各
拠
点
で
、
派
遣
者

の
報
告
を
聞
い
た
後
、、
災
害
時
に

備
え
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
の
検
討
を
お
こ
な
い
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、「
災
害
V
C
を
効
率

よ
く
運
営
す
る
た
め
に
は
、
I
C
T

等
を
使
い
こ
な
す
必
要
が
あ
る
た

め
、
普
段
か
ら
職
員
が
使
い
慣
れ
る

よ
う
に
す
る
」「
災
害
が
発
生
し
た

ら
ど
う
動
く
か
、
各
部
門
で
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
業
務
は
何
か
等
、

法
人
全
体
で
災
害
時
に
備
え
て
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
改
め
て
思
っ

た
」
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
研
修
等
を
通
じ
て
、
市
・

区
社
協
の
防
災
の
取
組
み
に
活
か
し

つ
つ
、
被
災
地
支
援
と
し
て
は
、
輪

島
市
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
（
9

月
6
日
〜
8
日
、
13
〜
15
日
）
の
運

行
を
予
定
し
て
お
り
、
息
の
長
い
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

※厚生労働省「【第1回民生委員・児童委員の選任要件に関する検討会】検討の範囲や論点等について」https://www.mhlw.go.jp/content/12000000/001268643.pdf

　
8
月
9
日
午
前
11
時
か
ら
午
後

3
時
に
、
此
花
区
高
見
地
域
の
コ
ー

シ
ャ
ハ
イ
ツ
高
見
38
集
会
所
で
「
第

1
回
す
ま
い
る
広
場
i
n
高
見
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は

大
阪
市
住
宅
供
給
公
社
が
主
催
と

な
り
、
高
見
地
域
活
動
協
議
会
も
共

催
し
、
さ
ら
に
区
社
協
・
区
役
所
も

協
力
し
て
、実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
公
社
と
市
社
協
は
令
和
2
年

3
月
19
日
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
し
て
相
互
協
力
し
、
地
域

福
祉
の
推
進
と
市
民
生
活
の
安
定

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
の

協
定
も
ふ
ま
え
て
同
公
社
と
、
各
区

社
協
の
協
働
に
よ
る
取
組
み
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
組
み
は
、
こ
ど
も
・
高

齢
者
な
ど
年
代
問
わ
ず
通
え
る
場

や
地
域
住
民
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
機
会
、
こ
ど
も
・
若
者
の

地
域
活
動
へ
の
参
加
が
少
な
い
こ
と

に
つ
い
て
、
企
画
に
携
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
課
題
に
感
じ
て
い
た
こ
と
か

ら
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
に
よ
る
喫
茶
や
防

災
教
室
、
区
社
協
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

子
育
て
・
介
護
・
見
守
り
な
ど
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
区
社
協
の
前
田
晴
美
地
域
支
援

担
当
主
事
は
、「
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
協
力
が
大
き
く
、
こ
の
よ

う
な
形
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

●定期的にこのようなイベント
があるとうれしいです
　（参加者）
●地域の皆さまが集えるステキ
なイベントだと思います
　（参加者）
●集会所を利用したことで初めて
地域活動に参加された
方と新たにつながれま
した（運営者）

し
た
。夏
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

小
中
学
生
の
参
加
も
あ
り
、
自
然
な

流
れ
で
世
代
間
交
流
が
図
れ
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
辻
と
し
み
地
域
支
援
担
当

係
長
は
、「
今
後
も
、
包
括
連
携
協

定
の
も
と
、
本
事
業
の
継
続
開
催
や

他
地
域
で
も
協
働
し
て
何
か
で
き
る

よ
う
、
地
域
や
関
係
機
関
と
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

12クール
（3月8日～14日）
生野区社協
地域支援担当

〈主な担当〉
マッチング

末延 迅人

37クール
（6月16日～22日）
大正区社協
地域支援担当

〈主な担当〉
災害廃棄物仮仮置き場の運営

石川 翔太

39クール
（6月24日～30日）
※近畿ブロックとして最終クール
淀川区社協
見守り支援ネットワーカー

〈主な担当〉
オリエンテーション、本部対応、
車輛マッチング

工藤 優作

2クール
（1月28日～2月3日）
城東区社協
地域支援担当係長

〈主な担当〉
ニーズ調査やマッチング

木下 掌悟

30クール
（5月19日～25日）
西成区社協
地域支援担当

〈主な担当〉
クールリーダー、七尾市社協・
七尾市との調整、次クールとの調整

橋口 風伍

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
生
活
科
学
研
究
科
　講
師
　山
東 

愛
美

持
続
可
能
な
民
生
委
員・

　
　児
童
委
員
制
度
に
向
け
て

被
災
地
派
遣
で
の

経
験
を
共
有

市社協

能
登
半
島
地
震

職
員
派
遣
報
告
会

参加者・運営者の声

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
か
ら

安
心
し
た
暮
ら
し
の
実
現
へ

　
　
　
〜
第
１
回
す
ま
い
る
広
場
i
n
高
見
〜

▲主催・共催・協力団体のみなさん

▲未就学児から高齢者まで世代
を問わず交流しました

此花区

此花区
世
代
を
問
わ
ず
お
互
い
に

気
に
か
け
支
え
合
え
る

関
係
を
め
ざ
し
て

市
営
住
宅
を
含
む

地
域
コ
ミ
ュニ
ティ
の

活
性
化
を
促
進

▲9月に活動を予定している輪島市
災害VC

大阪の社会福祉　第832号（毎月1回発行） 67 2024年（令和6年）9月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



族
の
多
様
化
、
住
ま
い
方
の
変

化
、
地
縁
の
希
薄
化
等
に
よ
っ

て
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い

の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
担

い
手
不
足
の
根
源
に
は
、
社
会

構
造
上
の
大
き
な
問
題
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

複
合
的
な
要
因
を
踏
ま
え
た
議

論
を
し
な
け
れ
ば
、
将
来
的
に

は
民
生
委
員
制
度
そ
の
も
の
が

維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も

あ
る
。

　
こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、

私
が
社
協
で
働
い
て
い
た
頃
に

お
世
話
に
な
っ
た
民
生
委
員
の

方
々
が
、
暑
い
日
も
寒
い
日
も
、

夜
間
や
休
日
で
あ
っ
て
も
、
熱

心
に
活
動
さ
れ
て
い
た
姿
を
思

い
出
し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化

や
核
家
族
化
に
よ
っ
て
地
域
で

の
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
等

は
増
え
て
お
り
、
民
生
委
員
の

存
在
は
不
可
欠
で
あ
る
。
今
日

ま
で
民
生
委
員
と
し
て
地
域
を

支
え
て
い
る
方
々
の
声
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
現
代
社
会
に
お

け
る
持
続
可
能
な
民
生
委
員
制

度
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
な

相
談
相
手
と
な
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
（
以
下
、
民
生
委
員

と
す
る
）。
1
0
0
年
以
上
の
歴

史
あ
る
制
度
が
、
今
、
岐
路
に

立
っ
て
い
る
。

　
2
0
2
4
年
6
月
28
日
、

「
第
1
回
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
選
任
要
件
に
関
す
る
検
討

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
厚
生
労

働
省
の
資
料
※

に
よ
る
と
、

2
0
2
3
年
3
月
末
時
点
で
全

国
の
民
生
委
員
数
は
2
2
7
，

4
2
6
人
で
あ
り
、
定
数
の

2
4
0
，
5
4
7
人
を
満
た
し
て

い
な
い
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏

ま
え
、
現
行
の
居
住
要
件
を
緩

和
し
、
そ
の
市
区
町
村
に
住
ん

で
い
な
い
在
勤
者
や
過
去
に
一

定
期
間
居
住
し
て
い
た
元
住
民

等
も
民
生
委
員
と
し
て
選
任
で

き
る
よ
う
に
す
る
か
ど
う
か
の

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
検

討
会
は
引
き
続
き
開
催
さ
れ
て

お
り
、
結
論
は
年
内
に
と
り
ま

と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
で
は
、
単
に
居
住
要
件
を
緩

和
す
れ
ば
担
い
手
不
足
は
解
消

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
代
社
会

は
、
少
子
高
齢
化
、
共
働
き
世

帯
や
働
く
高
齢
者
の
増
加
、
家

イ
ン
）
で
の
登
壇
職
員
が
報
告
し
た

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
職
員
約
2
0
0
人
の
参

加
が
あ
り
、
被
災
地
派
遣
で
石
川
県

志
賀
町
と
七
尾
市
に
派
遣
し
た
職
員

5
人
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
派

遣
前
の
思
い
、
活
動
を
通
じ
て
の
気

づ
き
、
今
回
の
派
遣
で
得
た
こ
と
や

感
じ
た
課
題
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
市
社
協
と
し
て
は
1
人
目
の
派
遣

だ
っ
た
た
め
、
い
か
に
情
報
を
持
ち

帰
る
か
と
地
元
社
協
職
員
の
負
担
を

い
か
に
軽
減
で
き
る
か
と
い
う
思
い

で
現
地
に
行
き
ま
し
た
。
志
賀
町
災

害
V
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
が
限

ら
れ
て
い
た
問
題
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送
迎
者
の
不
足
、

個
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ

る
仕
組
み
が
な
かっ
た
こ
と
等
の
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
誌
で
は
令
和
6
年
3
月
号
〜
8

月
号
に
1
月
1
日
に
発
生
し
た
「
令

和
6
年
能
登
半
島
地
震
」
に
お
け
る

石
川
県
志
賀
町
・
七
尾
市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害

V
C
）
に
派
遣
し
た
職
員
が
現
地
で

感
じ
た
こ
と
を
掲
載
し
て
き
ま
し

た
。
今
号
で
は
、
8
月
21
日
に
開
催

し
た
市
・
区
社
協
職
員
向
け
能
登
半

島
地
震
職
員
派
遣
報
告
会
（
オ
ン
ラ

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
な
か
に
は

自
身
も
被
災
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
「
お
互
い
さ
ま
」
の
精
神
で
活

動
し
て
い
る
方
も
お
り
、
助
け
助
け

ら
れ
の
関
係
の
大
切
さ
に
気
づ
き
ま

し
た
。
今
後
と
し
て
は
、
企
業
・
団

体
か
ら
の
支
援
で
救
わ
れ
た
場
面
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
自
区
の
企
業
・

団
体
と
普
段
か
ら
つ
な
が
り
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
入

り
、
今
回
の
派
遣
を
通
し
て
、
平
時

の
社
協
の
あ
り
方
が
災
害
時
に
影
響

す
る
と
い
う
気
づ
き
と
教
訓
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

時
に
も
行
政
と
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
、
社
協
の
存
在
と
意
義
を
地

域
へ
伝
え
、
社
協
の
フ
ァ
ン
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
の

で
、
普
段
の
活
動
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
私
の
担
当
業
務
で
は
、
危
険
物
の

処
理
の
他
、
場
内
に
ト
ラ
ッ
ク
の
出

入
り
も
多
く
、
ケ
ガ
や
事
故
の
心
配

が
常
に
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

へ
の
注
意
喚
起
や
見
守
り
に
特
に
注

意
を
払
っ
て
、
活
動
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
を
通
し

て
、
災
害
V
C
の
運
営
を
実
際
に
経

験
で
き
た
こ
と
で
、
自
区
で
の
災
害

V
C
の
研
修
・
設
置
訓
練
等
に
活
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
派
遣
を
通
し
て
、
I
C
T

ツ
ー
ル
や
バ
デ
ィ
コ
ム
（
ス
マ
ホ
型

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
）
等
の
機
器
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
業
務
・
情
報
共
有

の
効
率
化
が
で
き
る
こ
と
を
学
べ
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
自
区

で
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
各
区
社
協
の
報
告
を
聞
い

て
、
災
害
時
に
備
え
る
こ
と
の
重
要

性
も
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
報
告
を
参
考
に
職
員
全
体

で
災
害
V
C
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
各
区
社
協
の
各
拠
点
で
、
派
遣
者

の
報
告
を
聞
い
た
後
、、
災
害
時
に

備
え
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
の
検
討
を
お
こ
な
い
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、「
災
害
V
C
を
効
率

よ
く
運
営
す
る
た
め
に
は
、
I
C
T

等
を
使
い
こ
な
す
必
要
が
あ
る
た

め
、
普
段
か
ら
職
員
が
使
い
慣
れ
る

よ
う
に
す
る
」「
災
害
が
発
生
し
た

ら
ど
う
動
く
か
、
各
部
門
で
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
業
務
は
何
か
等
、

法
人
全
体
で
災
害
時
に
備
え
て
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
改
め
て
思
っ

た
」
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
研
修
等
を
通
じ
て
、
市
・

区
社
協
の
防
災
の
取
組
み
に
活
か
し

つ
つ
、
被
災
地
支
援
と
し
て
は
、
輪

島
市
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
（
9

月
6
日
〜
8
日
、
13
〜
15
日
）
の
運

行
を
予
定
し
て
お
り
、
息
の
長
い
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

※厚生労働省「【第1回民生委員・児童委員の選任要件に関する検討会】検討の範囲や論点等について」https://www.mhlw.go.jp/content/12000000/001268643.pdf

　
8
月
9
日
午
前
11
時
か
ら
午
後

3
時
に
、
此
花
区
高
見
地
域
の
コ
ー

シ
ャ
ハ
イ
ツ
高
見
38
集
会
所
で
「
第

1
回
す
ま
い
る
広
場
i
n
高
見
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は

大
阪
市
住
宅
供
給
公
社
が
主
催
と

な
り
、
高
見
地
域
活
動
協
議
会
も
共

催
し
、
さ
ら
に
区
社
協
・
区
役
所
も

協
力
し
て
、実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
公
社
と
市
社
協
は
令
和
2
年

3
月
19
日
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
し
て
相
互
協
力
し
、
地
域

福
祉
の
推
進
と
市
民
生
活
の
安
定

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
の

協
定
も
ふ
ま
え
て
同
公
社
と
、
各
区

社
協
の
協
働
に
よ
る
取
組
み
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
組
み
は
、
こ
ど
も
・
高

齢
者
な
ど
年
代
問
わ
ず
通
え
る
場

や
地
域
住
民
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
機
会
、
こ
ど
も
・
若
者
の

地
域
活
動
へ
の
参
加
が
少
な
い
こ
と

に
つ
い
て
、
企
画
に
携
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
課
題
に
感
じ
て
い
た
こ
と
か

ら
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
に
よ
る
喫
茶
や
防

災
教
室
、
区
社
協
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

子
育
て
・
介
護
・
見
守
り
な
ど
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
区
社
協
の
前
田
晴
美
地
域
支
援

担
当
主
事
は
、「
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
協
力
が
大
き
く
、
こ
の
よ

う
な
形
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

●定期的にこのようなイベント
があるとうれしいです
　（参加者）
●地域の皆さまが集えるステキ
なイベントだと思います
　（参加者）
●集会所を利用したことで初めて
地域活動に参加された
方と新たにつながれま
した（運営者）

し
た
。夏
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

小
中
学
生
の
参
加
も
あ
り
、
自
然
な

流
れ
で
世
代
間
交
流
が
図
れ
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
辻
と
し
み
地
域
支
援
担
当

係
長
は
、「
今
後
も
、
包
括
連
携
協

定
の
も
と
、
本
事
業
の
継
続
開
催
や

他
地
域
で
も
協
働
し
て
何
か
で
き
る

よ
う
、
地
域
や
関
係
機
関
と
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

12クール
（3月8日～14日）
生野区社協
地域支援担当

〈主な担当〉
マッチング

末延 迅人

37クール
（6月16日～22日）
大正区社協
地域支援担当

〈主な担当〉
災害廃棄物仮仮置き場の運営

石川 翔太

39クール
（6月24日～30日）
※近畿ブロックとして最終クール
淀川区社協
見守り支援ネットワーカー

〈主な担当〉
オリエンテーション、本部対応、
車輛マッチング

工藤 優作

2クール
（1月28日～2月3日）
城東区社協
地域支援担当係長

〈主な担当〉
ニーズ調査やマッチング

木下 掌悟

30クール
（5月19日～25日）
西成区社協
地域支援担当

〈主な担当〉
クールリーダー、七尾市社協・
七尾市との調整、次クールとの調整

橋口 風伍

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
生
活
科
学
研
究
科
　講
師
　山
東 

愛
美

持
続
可
能
な
民
生
委
員・

　
　児
童
委
員
制
度
に
向
け
て

被
災
地
派
遣
で
の

経
験
を
共
有

市社協

能
登
半
島
地
震

職
員
派
遣
報
告
会

参加者・運営者の声

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
か
ら

安
心
し
た
暮
ら
し
の
実
現
へ

　
　
　
〜
第
１
回
す
ま
い
る
広
場
i
n
高
見
〜

▲主催・共催・協力団体のみなさん

▲未就学児から高齢者まで世代
を問わず交流しました

此花区

此花区
世
代
を
問
わ
ず
お
互
い
に

気
に
か
け
支
え
合
え
る

関
係
を
め
ざ
し
て

市
営
住
宅
を
含
む

地
域
コ
ミ
ュニ
ティ
の

活
性
化
を
促
進

▲9月に活動を予定している輪島市
災害VC
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The social welfare in OSAKA

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ポ
ッ
ト
に
冷
水

を
入
れ
て
持
ち
歩
い
て

い
る
▼
20
年
ほ
ど
前
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
キ
ャ
ン
プ
場
巡
り
を
し

た
時
、
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
サ
イ
ズ
の
ポ
ッ
ト

を
持
ち
歩
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
▼
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ

て
い
る
の
だ
。
喫
茶
店
も
な
い
野

外
で
活
動
を
す
る
の
に
こ
れ
は
便

利
だ
と
、
メ
ル
ボ
ル
ン
に
戻
る
な

り
市
場
に
飛
ん
で
行
っ
た
▼
雑
貨

屋
さ
ん
の
店
先
で
、
た
く
さ
ん
並

ん
で
い
る
う
ち
の
一
つ
を
買
っ

た
。
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
、
ゆ
っ
く

り
説
明
書
を
読
ん
で
い
た
ら
、
メ

イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
と
書
い
て

あ
っ
て
、
大
笑
い
を
し
た
。
そ
の

ポ
ッ
ト
が
暑
い
日
本
で
、
ま
だ
活

躍
し
て
い
る
▼
も
う
一
つ
同
じ
よ

う
な
体
験
を
し
た
。
引
っ
越
し
た

家
に
古
井
戸
が
あ
っ
て
、
災
害
時

に
役
立
つ
と
、
埋
め
ず
に
置
い
て

い
る
。
と
り
あ
え
ず
ロ
ー
プ
に
バ

ケ
ツ
を
つ
な
い
で
、
自
力
で
汲
み

上
げ
よ
う
と
、
釣
瓶
用
の
バ
ケ
ツ

を
探
し
た
が
、
近
所
で
売
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
▼
田
舎
へ

行
け
ば
あ
る
だ
ろ
う
と
、
高
知
の

知
人
に
頼
ん
で
探
し
て
も
ら
っ
た

ら
、
大
阪
の
道
具
屋
筋
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
と
い
う
。
私
が
直
接
道

具
屋
筋
に
足
を
運
べ
ば
よ
か
っ
た

▼
日
本
製
の
ポ
ッ
ト
を
メ
ル
ボ
ル

ン
で
買
い
、
道
具
屋
筋
の
バ
ケ
ツ

は
高
知
を
経
由
し
て
私
の
元
へ

や
っ
て
き
た
。

（
石
）

年末・年始の時期に特有な福祉ニーズや生活
困難者等のニーズに応える事業に対する
助成申請を受付けています。

大阪府共同募金会からのお知らせ
①令和6年度NHK歳末たすけあい特別助成申請受付

大阪府共同募金会では、毎年、役員・評議員等で構成する
調査指導部会の活動として、助成を受けた社会福祉協議
会、社会福祉施設・団体を訪問し、共同募金の活用状況の
調査、住民への公表等の指導を行っています。赤い羽根
データベース「はねっと」で大阪を含めた全国の助成事業を
ご紹介していますが、寄付者である府民のみなさまにもっ
と共同募金が身近で役立っていることを知っていただこう
と、この調査指導部会の活動に同行参加される方を募集し
ています。

②寄付金助成施設などの訪問
　～あなたの寄付金が役立てられているところを訪問しませんか～

①②とも、詳しくは、大阪府共同募金会ホームページ

http：//www.akaihane-osaka.or.jpをご覧ください。
大阪府共同募金会
TEL ：06-6762-8717　FAX：06-6762-8718
Eメール：ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp

問
合
せ

赤い羽根おおさか

令和6年9月30日（月）まで（必着）

令和6年9月30日（月）まで（必着）

　講師としてお迎えする湯浅誠氏は、「誰も取りこぼさない共生社会の実現」に向けて、
こども食堂への支援を通して活動している「認定NPO法人全国こども食堂支援
センター・むすびえ」の理事長を務めるほか、社会活動家として、ホームレス支援や
子ども食堂等、「格差・貧困」「人とのつながり」と向き合う活動を20年以上にわたり
全国各地で続けておられます。
　多様な生きづらさに向き合い、「誰一人取り残すことのない社会」をつくっていくために
私たちにできることは何か、考えるきっかけとなるような講演内容をこれまでのご経験
をもとにお話いただきます。

参加者
募集！

参加費
無料！

10月18日金 14:50～16:00

大阪市天王寺区上本町8-2-6
近鉄線「大阪上本町」駅14番出口から徒歩6分、地下鉄「谷町九丁目」駅10番出口から徒歩8分

※講演前に式典（14：00～）を開催しますので、開始時間が多少前後します。

令和6年

「誰一人取り残すことのない社会をつくる」

大阪市社会福祉協議会　総務課　TEL 06-6765-5601

社会福祉
法　　人 大阪市社会福祉協議会

HB

vol.832

大
阪
の

https://www.osaka-sishakyo.jp

大阪の
2024年9月

832

地域懇談会で地域活動の現状・魅力を共有し、これからを考える
東住吉区

大阪市社会福祉大会
講演会

大阪市社会福祉大会
講演会
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